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本邦女性玉器悪性新生物死亡率に及ぼす

諸要約の統計学的考察

東京女子医科大学衛生学教室（主任 吉岡博人教授）
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 近年わが国においては成人病について著しく関心がも

たれ，とくにわが国死亡率の第1位を占める脳卒中，第

2位を占める悪性新生物については，種々なる研究が行

なわれ，報告されている。著者はこれら疾患死亡：率に対

する自然及び社会的要因の影響についての研究も重要な

ことではないかと考え，すでに報告1）2）した。しかし，

悪性新生物については，その発生する部位の異なること

1こよって影響する要因も異なるのではないかと考えられ

るので，わが国の悪性新生物中その約70％を占める劇

化器悪性新生物について，すでに発表した5）。しかしな

がら，消化器悪性新生物死亡率に対する諸要約の影響

は全悪性新生物死亡率の場含とほとんど同様なものであ

った。これは，前述のごとく，消化器悪性新生物が全悪

性新生物の約70％を占めているわが国では，当然のこ

ととし、え．よう。

 そこで今回は消化器悪性新生物についで重要と思われ

る女性々器悪性新生物について，1司様な研究を論い，若

干の知見を得たので報告する。

      第＝：章 資料及び研究方法

 資料

  人ロ………………・・一昭和30年国勢調査報告

               （1％抽出推計人口）

  女性々器悪性新生物死亡者数……………・…・・…

           厚生大臣官房統計調査部原表

  平均気温…………・・…・中央気象台月報（昭31）

  預金高…………………財政金融統計月報 64

                    （昭31♪
  コニ業就業者数一・・… 一一… HZ禾0 30 6F「玉［勢言置査幸艮《｝㌃

 研究方法

 わが国において，都道府県別にみた女性口器悪牲新f，1－1

物死亡：率の高低に対する気象及び社会的諸要約は種々考

えられるが，著者はさきに全悪性新生物死亡率，消化慕

悪性新生物死亡率について同様な研究を行なったので，

これにならい，以下のものに限った。

1．

2．

3．

4．

5．

6．

女性聴器悪性新生物訂正死亡率

平均気温＝Iog（年間平均気温）

人・の都市集中率一（欝杢目一×・，・）

1世帯平均人員

冨の分布＝・（全響関の撃鞠

工業化指蝋鷺驚鵜．・・・…）

 これらの諸要約は，最近の女性々器悪性新生物の事情

を研究するため，国勢調査の行われた昭和30年度のも

のを用いた。

 以上の要約中，女性々器悪性新生物死亡率は，性，年

令構成を考慮して訂正死亡率を使用した。標準入口は昭

和30年全国人口を用いた。平均気温｝こ対数を用いたの

は，度数分布が一方に偏翻しているので，これを正常に

近づかしめるすこめである。

 土記の諸要約と女性々器悪性新生物訂正死亡率との関

係を，部分相関法を採用して，その相関係数を算出し，

いかなる要約が重要な影響を及ぼしているかを検討し

た。

 部分相関の公式4）はつぎのごとくである。

  ・1・・4f警謡認識哉i程謂∵諺

 ．しの公式において， r12．・54・・nという相関係数の2と3

の岡の点は，その点以下の度数34…nを一一定にして，そ

の影響を除くことを意味している。他の例もみなご川こ

準ずる。

 零次の相関数はつぎの公式5）によった。

Hu．mio IZUMI （Department of Hygiene， Tokyo Women’s Medical Co］lege） ： Studies on the factors

influencing the death－rate frorn malignant neoplasm of female genital organs ln Japan from the

standpoint of public health statistics．
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．o．．．o．1，，

            Z （xy）
         「xy ＝＝．四顧∫

 ．1二の公式1ζおいて，rxyは二つの変数YXの問の相関

係数．で，SxSyはそれぞれの標準偏差， xyはXYにお

けるそれぞれの平均からの偏差で，Nは観察数である．

相間係数rが有意であるか有意でないかは，その標縣呉

差の2倍以上ならば有意であり，それ以一ドならば有意で

ないとした。その公式は，

零次． S．Er、2。＝＿Li．．tt

            VN－1

高次 ．S．E．r12．，4．，．n。．一一一一一L一一

             VN一（1十K）
 上の公式申S．E．r12， S．Er 2． 54…nは標準誤差で， N

は測定数Kは影響を除外した要素の数である。

      第三章 研究の結果及び考察

  第皿．飾 平均気温と女区｛三々器悪性新生物死亡率の

      相関

 平均気温と女性々器悪円三新生物訂正死亡率との皆皆の

朴関をみれば，

    ri2 ＝・ 十 O．244 ：1．一r O．149

順相関ではあるが，有意ではない。しかし，いくらか平

均気温の高いほど死亡率も高い傾向にあるといいえよ

う。これを，著者がさきに報告した全悪性新生物及び消

化器悪性新生物の場合でみると．，それぞれ．一〇．O16，

…0．095で，ほとんど細関はない。つぎに他の諸要約を

順次に．一定にしてみると，

    1“ ：， 2． s ＝： 一1一 O． 200 ．IJ． O． 151

    r12，4 ＝  十 〇．282 」二 〇．151

    rJ2，s ＝＝： 一1一 O．245 ，一1， O．151

    r12，6 ＝ 十 e．286 ，．1，， O．151

いずれも順翻関ではあろが，有意ではない。つぎにこれ

らV／）諸要約を全部同旨壽fに一．・一定にして，その影響をのぞい

てみると，

    r12、5456 ＝  十 〇．349 圭 0．156

で，有意の順相関である。すなわち，平均気温の高いほ

ど女性々器悪性新生物死亡率は高いといいうる。これに

ついては，平山6）も子宮癌は気温の暖い地方に概して多

いといっている。全悪性新生物及び消化器悪性新生物の

場合は，著者の研究によればそれぞれ十〇，007，一〇．101

で，ほとんど租関はなく，女性々器悪性新生物の場合と

．異なっている。

  第1二節 人口の都市集中率と女性々器悪性新生物

      死亡率の相関

 平出6）はその研究で子宮癌は常に都市の方に多いとい

っているが，いま人口の都市集中率と女性々器悪性新生

物訂正死亡率の相関をみると，三次では，

    r13 ＝  十 〇．232 士 0．149

で，順相関ではあるが，有意ではない。全悪性新生物，

消化器悪性新生物では，それぞれ＋0．292，＋0．202

で，女性々一悪性新生物とほぼ似ている。つぎ｝こ他の諸

要約を順次に一定｝こしてみると，

    rls．2 二ニー 十 ⑪，！85 士 0．：t5：L

    貨こ｝．4 ＝  十 〇．272 ＝L 亙）．：i51

    r．5．5 L＝  十 〇．330 ＝一L＝ O．151

    r15．6 ＝  十 〇．502 ± 0．151

で，すべて順相関をしめし，富の分布と工業化指数を…

定にしたものは有意である。

 そこで，これらの諸要約を全部同時に一定にしてその

影響をのぞいてみると，

    r！5， 24s6 ＝＝ 十 O． 481 ，｛・ O． 156

有意の順相関である。すなわち人口の都市集中率の多い

ほど女性々器悪性新生物死亡率は高いといいうる。さき

に：殿告した全悪性新生物，消化器悪性新生物についてみ

ると，それぞれ一｝・．0．017，一．一〇．122で，いずれも相関

はなく，この場合も女性々器悪性新生物死亡率とは異な

っている。

  第三節 1世帯平均人員と女性々器悪性新生物

      死亡率の相関

 1世帯平均人員と女性々滞悪性新生物訂正死亡率の相

関をみると，二次では，

    r14 ＝  十 〇．055 士 0．149

で，ほとんど相関はないといってよい。全悪性新住物，

消化器悪性新生物においても，二次ではそれぞれ十

〇．191，十〇．187で順相関ではあるが，有意ではない、，

つぎに他の諸要約を順次に…定にしてみると，

    r14．2 ＝  十 〇．155 士 0．15】．

    rl， 4． rs ；： 一Y O． 156 Ji O． 151

    r14，s 一一一 十 O．075 ±． O．151

    r14，6 ＝ 十 O．008 ，．E O． 151

すべて順相関ではあるが，有意ではない。

 つぎに，これらの諸要約を全部同時に一定にして，そ

の影響をのぞいてみると，

    r14，2556 ＝  十 〇．137 ± 0．156

順相関で嫉あるが，有意ではない。すなわち1世帯平均

幅員は女性々器悪性新生物死［二率に影響を及ぼす因子で

はないといいうる。これをざきの全悪性新生物，消化器

悪性新生物の場合にみると，それぞれ十〇．427，十〇．389

で，いずれも有意の順相関をしめしている。ここでもま

た女性々器悪性新生物死亡率と，全悪性新生物及び消化

器悪性新生物に対する要因は，相異していることがわか

る。

  第四節 冨の分布と女性々器悪性新生物

      死亡率の相関

 平山6）は，．子宮癌は社会的に低い階級に多発するとい

っている。い9，富の分布と女性々器悪性新生物死亡率

の相関をみると，零次では，

一一一
i6U．一．．
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    rls ＝ 一1一 O．023 ，／f． O．149

ほとんど相関はないといってよい。全悪性新生物死．亡率

及び消化器悪性新生物死亡率の零次の相関は，それぞれ

十〇．355，十〇．301で，有意の順相関をしめている。つぎ

に他の諸要約を順次に一一・定にしてみると，

    rls．2 ＝：： 一 O．033 一b O．151

    r！s，s ＝ 一一 O． 242 ± O． 151

    rls．4 ＝＝ 十 O．056 ± O．151

    rls．6 ＝ 十 O． 240 ± O． 151

で，すべて有意ではない。つぎに，これらの諸要約を全

部同時｝C一一定にして，その影響をのぞいてみると，

    r15．2546 ＝  十 〇．194 士 0．156

順相関ではあるが，有意ではない。すなわち，冨の分布

は女性戸帳悪性新生物死亡率に影響を与える因子ではな

いといいうる。これを，ききの全悪性新生物，消化器悪

性新生物死亡率についてみると，それぞれ＋0．274，十

〇．099となり，いずれも有意でなく，女性々器悪性新生

物死亡率と同様である。

  第五節 コ［二業イヒ目白数と女帽三々酷悪1性新生物≡死亡率

      との相関

 平山7）8）はその研究で，職業的色彩を持つ癌は意外に

多く，職業は癌の社会的要因として最も重視すべきもの

の一つであるとしているが，胃癌の場合は，産業形態｝こ

とく｝ことりたてていうほどのことはないといっている。

また久保田9）はその研究で，職業性の癌は皮膚，肺，膀

胱に多く，他の消化器癌及び子宮癌と異なるといってい

る。そこで，工業化指数と女性々器悪性新生物死亡率の

相関をみると，零次では，

    r16 ＝  一 〇．102 圭 Q．149

で，逆相関ではあるが，有意ではない。全悪性新生物死

亡率及び消化器悪性新生物の場合では，それぞれ＋0．388

＋O． 332で，いずれも有意の順相関をしめし，女性々器

悪性新生物死亡率の場含と異なっている。つぎに，他の

諸要約を順次に一定にしてみると，

    r16．2 ＝ 一 O． 184 ，E O． 151

    rt6．s ＝ 一 O．465 一1， O．151

    r16．4 ＝ 一 O． 086 ± O． 151

    r16．5 ＝  一一 〇．258 土 0．151

いずれも逆相関であるが，人口の都市集中率を一．r一定にし

たものだけが有意である。つぎに，これらの諸要約を全

部1司時に一定にして，その影響をのぞいてみると，

    r16．2s4s ＝＝ 一 O．480 ± O．156

有意の逆相関である。すなわち，工業化指数の少ないほ

ど女性々器悪性新生物死亡率は高くなっている。これ

は，前記の人口の都市集二二との相関が有意の順相関を

しめし，しかも，人口の都市集中率と工業化指数との相関

が＋0．781というかなり高い有意の順相関であることか

らみると，はなはだ，むじゅんするようにみえるが，人

Pめ都市集中率の高い県がかならずしも工業化指数の高

い県とはなっていないので，かかる結果が生じだのでは

ないかと思われる。しかしながら，この点について明確

な究明ができなかったことをはなはだ遺憾に思う次第で

ある。全悪性新生物，消化器悪性新生物については，い

ずれも有意の相関とはなっていない。

        第四章 総括及び結論

 女性々一悪性新生物死亡率に及ぼす自然及び社会的諸

要約の影響について，昭和30年度における都道府県別

にみナこ女性々器悪性新生物訂正死亡率の大小と平均気

温，人口の都市集中率，1世帯平均人員，富の分布，工

業化指数の5種の要約との部分相関を検討し，かっ，さき

に報告した全悪性新生物及び消化器悪性新生物の場合と

比較した。その結果を総括すればっぎのごとくである。

 （1）平均気温 平均気温と女性々器悪性新生物死亡

率との相関をみれば，二次では，

    r12 ＝＝ 一1一 O．244 ± O．149

順相関ではあるが，有意ではない。全悪性新生物及び消

化器悪性新生物の場合は，それぞれ一〇．016，一〇． 095

で，いずれもほとんど相関はないといってよい。つぎに

諸要約を全部同時に一定にして，その影響をのぞいてみ

ると，

    r12，5456 ＝  十 〇．349 士 O．156

有意の順相関である。すなわち，平均気温の高いところ

に女性々器悪性新生物死亡率は高いといいうる。これを

全悪性新生物及び消化器悪性新生物の場合についてみる

と，それぞれ＋0．007，＋0．262となり，有意ではなく，

女性々器悪性新生物死亡率と異なっている。

 （1［［）人口の都市集中率 人口の都市集中率と女性々

器悪性新生物死．亡率との相関をみれば，二次にわいて

は，

    rls ＝ 十 O．232 ± O． 149

順相関ではあるが，有意ではない。全悪性新生物及び消

化器悪性新生物の場合は，それぞれ十〇．292，十〇．202

で，これは女性々器悪性新生物とほとんど同様である。

つぎに諸要約を全部同時に一定にして，その影響をのぞ

いてみると，

    r15．2456 ＝  十 〇．481 二t＝ 0，156

有意の順相関である。すなわち，人口の都市集中率の高

いところに女性酒器悪性新生物死亡率は高いといいう

る。全悪性新生物および消化器悪匡噺生物については，

それぞれ十〇・017，一〇． 122となり，相関はなく，女性々

器悪性新生物の場合と異なっている。

 （皿） 1世帯平均人員 1世帯平均人員と女性々器悪

性新生物死亡率との相関をみると，二次では

    r14 ＝  十 〇．055 土 O．149

ほとんど相関はないといってよい。全悪性新生物及び消

化器悪性新生物についてみると，それぞれ一1一．0，191，＋

．1612・一一一
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0．187で，順柑関ではあるが，有意ではない。つぎに諸

要約を全部同時に一・定1こして，その影響をのぞいてみる
r・，，． ，

    」’L・1．／’．’iss r 1一 il｝． ．Li？11’ ，一ri一 O，1［：b（！t／

順相関ではあるが，有意ではない。すなわら，⊥世帯平

均人員は女性々器悪性新生物死亡率に影響を与える因子

ではないといいうる。全悪性新生物及び消化器新生物の

死亡率そのホii関はそれぞれ＋0．427，一1 O． 389となり，い

ずれも有意の順相関で，女性々器悪牲新生物の場合と異

なる。

 crv）冨の分布 富の分布と女性々器悪性新生物死亡

率との相関をみると，零次では，

    rls ：＝ 十 O．023 ．L O．149

ほとんど相関はないといってよい。全悪性新生物及び消

化器悪性新生物では，それぞれ＋0．355，＋0．301で，い

ずれも有意の順相関をしめていろ。つぎに諸要約を全部

同時に一一一定にして，その影響をのぞいてみると，

    r15．2546 ＝  十 〇．194 ＝L O．156

順相関ではあるが，有意ではない。すなわち，富の分布

は女野々川悪性新生物死亡率に影響を与える因子ではな

い。これを全悪性新生物及び消化器悪性新生物の場合で

みると，それぞれ＋0．274，1－0，099で，．いずれも順相関

ではあるが，．有意ではない。

 （V）工業化指数 工業化指数と女性々器悪性新生物

死亡率との相関をみると，零次においては，

    r｝3 ＝7一 一 〇．102 二1二 〇．149

逆相関ではあるが，有意ではない。全悪性新生物及び消

化器悪性新生物では，それぞれ」一〇．388，＋0．332で，有

意の順捌関をしめしている。つぎに諸要約を全部同時に

…．・ 閧ﾉして，その影響をのぞいてみると，

    r16． 2s4s ＝一 … O． 480 ，t O． 156

有意の逆相関である。すなわち工業化指数の小さいとこ

ろでは女性々器悪性新生物死亡率は高いといいうる。こ

れを全悪性新生物及び消化器悪性親lk物の場合｝こ．みる

と，それぞれ一一 O． 012，一1－0．262で，全悪性新生物につい

てはほとんど相関はなく，消化器悪・殴新生辱勿でも願相関

であるが、有意ではない．

 j■トの所見から，全悪性新生物死rl一率及び消化器悪性

新生物死亡率に対しては1世帯平均人員という因子のみ

が影響を与え，他の要約はすべて影響を与える因子とは

ならなかった。しかしながら，女性々器悪性新生物ダピ亡

率に対しては，平均気温，人Pの都．市集中率及び工．業化

指数が影響を与える因子となり，1世帯平均人員，富の

分布は影響を与える因干とはなっていない。これを要す

るに，女性々器悪性新生物死亡率は，気温の暖かく，人

口の都市集中率の高い地方および工業化指数の少ない地

方に高いということがわかる。

 稿を終るに臨み，終始ご懇切なるご指導，こ校閥を賜

った吉岡博人教授に謹んで謝意を表する。
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